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●
あ
る
公
益
公
告
か
ら

こ
れ
は
深
圳
市
の
羅
湖
区
笋
岡
東
路

に
あ
る
バ
ス
停
の
看
板
写
真
で
あ
る
。

書
か
れ
て
い
る
「
新
工
人
、
新
市
民
、

深
圳
は
あ
な
た
が
い
る
か
ら
も
っ
と
輝

か
し
い
」
と
は
、
同
市
の
総
工
会
が
、

二
〇
一
二
年
三
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

あ
る
公
益
広
告
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
あ
る
。
中
国
語
で「
工
人
」と「
工
会
」

は
、労
働
者
と
労
働
組
合
を
指
す
。「
市

民
」
と
は
、
一
般
的
に
都
市
の
住
民
の

こ
と
で
あ
り
、
市
民
権
（citizenship

）

に
象
徴
さ
れ
る
諸
権
利
の

主
体
、
市
民
社
会
（civil 

society
）
の
構
成
員
の
こ

と
は
、「
公
民
」
と
い
う
。

こ
の
公
告
の
中
身
は
、
同

市
総
工
会
が
「
深
圳
品
質
」

（
中
国
語
『
深
圳
質
量
』）
を

創
り
出
す
た
め
に
、
政
府
の

支
持
の
下
で
、「
新
工
人
、

新
市
民
」
と
掲
げ
て
推
進
す

る
「
工
人
育
成
・
研
修
計
画
」

で
あ
る
。
総
工
会
の
資
金
を

基
に
政
府
、
社
会
か
ら
も
資

金
を
調
達
し
、
三
年
間
で
総

額
三
億
元
を
投
資
す
る
大
規

模
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
の

だ
。中
華
総
工
会
の
機
関
紙
で
あ
る『
工

人
日
報
』（
二
〇
一
二
年
三
月
二
一
日
）

は
、
最
近
の
「
夢
」
を
語
る
ブ
ー
ム
に

便
乗
し
て
、「
深
圳
市
総
工
会
の
夢
は
、

三
億
元
を
投
資
し
て
、
新
工
人
、
新
市

民
を
鍛
造
し
、『
深
圳
品
質
』
を
創
り

出
す
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
報
じ
た
。

筆
者
が
こ
の
公
告
を
み
た
の
は
、
労

働
者
た
ち
の
維
権
（
権
利
擁
護
）
行
為

の
最
新
動
向
を
調
査
す
る
た
め
に
、
中

国
で
労
使
紛
争
が
最
も
顕
著
に
み
ら
れ

る
広
東
省（
深
圳
・
東
莞
・
広
州
の
三
市
）

に
赴
い
た
時
で
あ
っ
た
。
日
頃
か
ら
労

働
問
題
に
関
心
が
あ
っ
た
せ
い
か
、
こ

の
公
告
を
み
た
瞬
間
、
一
種
の
違
和
感

を
覚
え
た
。
そ
の
違
和
感
の
正
体
は
、

こ
の
公
益
と
名
乗
る
広
告
に
滲
み
で
て

い
る
効
率
優
先
の
都
市
の
発
展
論
理

と
、
そ
れ
に
同
調
す
る
工
会
の
、
工
人

に
向
け
た
他
者
と
し
て
の
視
線
と
立
場

で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
深
圳
市
の
状
況

に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
中
国
の
都

市
化
の
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
―
「
市
民

化
」
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

●
深
圳
市
の
都
市
化
経
験

深
圳
市
は
中
国
で
最
も
都
市
化
に

「
成
功
し
た
」
地
域
で
あ
る
と
地
元
の

人
々
は
自
負
す
る
。一
九
七
九
年
一
月
、

深
圳
市
は
前
身
で
あ
る
広
州
宝
安
県
か

ら
改
名
さ
れ
、
同
年
一
一
月
に
、
広
東

省
の
地
級
市
と
な
っ
た
。「
深
圳
誕
生

の
日
」
と
な
っ
た
の
は
全
人
代
常
務
委

が
深
圳
市
に
経
済
特
区
を
設
置
す
る
こ

と
を
決
め
た
一
九
八
〇
年
八
月
二
六
日

で
あ
っ
た
。
都
市
化
の
本
格
的
な
ス

タ
ー
ト
は
こ
こ
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
九

八
一
年
八
月
に
は
、
広
州
市
と
同
格
の

副
省
級
都
市
に
昇
格
し
、
一
九
八
八
年

一
一
月
に
は
、
国
の
計
画
か
ら
単
独
に

扱
わ
れ
、
省
レ
ベ
ル
の
経
済
管
理
権
限

を
国
務
院
か
ら
賦
与
さ
れ
た
。
一
九
九

二
年
七
月
に
は
、
全
人
代
常
務
委
よ
り

同
市
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
常
務
委
員

会
、
同
市
政
府
は
、
地
方
の
法
律
と
法

規
を
制
定
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
、
政

治
的
権
限
も
強
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

宝
安
区
、
龍
岡
区
、
羅
湖
区
、
塩
田
区

な
ど
、
新
し
い
市
区
を
設
立
し
、
二
〇

〇
四
年
に
は
、
農
村
戸
籍
人
口
が
い
な

い
都
市
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
光
明
新

中国の都市化を考える
特　　集

も
う
ひ
と
つ
の
都
市
化

　

―
「
工
人
」
か
ら
「
市
民
」
へ
―

呉 

茂
松

『新工人、新市民　深圳有你更精彩』（2014 年 3月 6日筆者撮影）
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もうひとつの都市化 ―「工人」から「市民」へ―

区
、
坪
山
新
区
、
龍
華
新
区
、
大
鵬
新

区
を
相
次
い
で
増
設
し
、
都
市
空
間
の

拡
張
は
い
ま
も
続
い
て
い
る
。
二
〇
一

三
年
、
市
の
総
生
産
は
一
兆
四
五
〇
〇

億
二
三
〇
〇
万
元
で
、
北
京
、
上
海
、

広
州
に
次
ぐ
、
中
国
第
四
の
経
済
規
模

を
誇
る
。
新
華
社
と
ダ
ウ
・
ジ
ョ
ン
ズ

社
が
二
〇
一
三
年
九
月
に
発
表
し
た
世

界
金
融
セ
ン
タ
ー
発
展
指
数
の
レ
ポ
ー

ト
に
よ
れ
ば
、
同
市
は
、
世
界
一
五
位

の
金
融
セ
ン
タ
ー
と
評
価
さ
れ
て
お

り
、
中
国
本
土
で
は
、
上
海
、
北
京
に

次
ぐ
三
位
で
あ
る
。（
参
考
文
献
⑨
）

鄧
小
平
は
二
度
も
深
圳
市
を
訪
れ
、

経
済
特
区
設
置
の
正
当
性
を
強
調
し

（
一
九
八
四
年
）、
さ
ら
に
改
革
を
加
速

す
る
こ
と
を
訴
え
た（
一
九
九
二
年『
南

巡
講
話
』
時
）。
こ
れ
は
深
圳
市
の
都

市
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
動
因
で
も

あ
り
、結
果
で
も
あ
っ
た
。
深
圳
市
は
、

聳
え
立
つ
高
層
ビ
ル
、
地
下
鉄
の
急
速

な
発
達
な
ど
の
表
象
か
ら
も
、
空
間
的

な
拡
張
、
経
済
の
発
展
、
政
治
的
権
限

の
強
化
、
人
口
の
増
加
な
ど
の
実
態
か

ら
も
、
都
市
化
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

●
阻
ま
れ
る
「
新
市
民
」、
選
別
さ

れ
る
「
新
工
人
」

他
方
、
深
圳
市
は
全
国
で
流
動
人
口

が
最
も
多
い
都
市
で
あ
り
、
ま
た
近
年

労
使
紛
争
が
多
発
す
る
地
域
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。『
南
方
日
報
』（
二
〇

一
四
年
六
月
二
六
日
）
に
よ
れ
ば
二
〇

一
三
年
末
ま
で
の
深
圳
市
の
居
住
人
口

は
一
八
〇
〇
万
人
を
超
え
、
そ
の
内
、

深
圳
市
戸
籍
を
持
っ
て
い
る
人
が
三
二

五
万
五
〇
〇
〇
人
、
非
深
圳
戸
籍
人
口

が
一
五
〇
五
万
八
〇
〇
人
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
人
口
の
規
模
を
厳
し
く
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
べ
き
特
大
都
市
と
し
て
注

目
さ
れ
、
国
務
院
法
制
弁
工
室
と
公
安

部
は
、
居
住
証
制
度
改
革
の
テ
ス
ト
地

域
と
し
て
深
圳
市
を
指
定
し
、
こ
れ
か

ら
は
居
住
証
申
請
資
格
の
ハ
ー
ド
ル
を

高
く
し
、
人
口
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
に
動
き
出
し
た
。
今
年
の
六
月
二

五
日
に
、「
深
圳
経
済
特
区
居
住
証
条

例
」が
初
め
て
市
の
人
代
に
上
申
さ
れ
、

審
議
に
入
っ
た
。
条
例
で
は
、
初
め
て

居
住
証
の
申
請
資
格
を
規
制
す
る
と
い

う
。筆

者
が
深
圳
に
何
度
も
訪
れ
た
理
由

で
も
あ
る
が
、
広
東
省
は
労
働
者
た
ち

の
賃
金
引
き
上
げ
、
労
働
条
件
の
改
善

を
求
め
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
労
働
争

議
、
労
使
紛
争
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る

地
域
で
も
あ
る
。
専
門
家
た
ち
に
指
摘

さ
れ
る
労
働
争
議
多
発
の
様
々
な
要
因

の
ひ
と
つ
に
、
広
東
省
の
産
業
構
造
の

転
換
と
い
う
マ
ク
ロ
政
策
が
あ
る
（
参

考
文
献
⑤
）。
そ
れ
ま
で
、
広
東
省
が

位
置
す
る
珠
江
デ
ル
タ
地
域
は
、
そ
の

中
心
産
業
で
あ
っ
た
労
働
集
約
型
加

工
・
製
造
業
を
支
え
る
た
め
に
多
く
の

安
価
な
労
働
力
を
必
要
と
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
、
広
東

省
政
府
は
「
騰
籠
換
鳥
」（
既
存
の
伝

統
製
造
業
を
現
在
の
産
業
基
地
か
ら
移

転
さ
せ
、先
進
的
な
生
産
力
を
移
入
し
、

経
済
の
転
換
と
産
業
構
造
の
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
る
政
策
）
と
呼
ば
れ
る
産

業
構
造
の
再
編
政
策
を
打
ち
出
し
、
労

働
集
約
型
産
業
か
ら
の
脱
出
を
図
っ
て

い
る
。
二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
深
圳
市

政
府
も
「
産
業
転
換
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

十
項
重
点
工
作
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
五

年
」（『
加
快
産
業
転
型
昇
級
十
項
重
点

工
作
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
五
年
』）
を

発
表
し
、「
二
〇
一
三
年
末
ま
で
五
〇

〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
二
〇
一
五

年
末
ま
で
は
七
五
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
産
業
発
展
空
間
を
空
け
る
」
と

い
う
具
体
的
な
目
標
を
挙
げ
た
。
こ
れ

が
意
味
す
る
の
は
、
単
純
作
業
労
働
者

の
放
出
か
、
産
業
労
働
者
の
資
質
の
向

上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。「
深

圳
品
質
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
出
さ
れ
た

背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
政
策
転
換
が
あ

る
。
市
の
総
工
会
が
、
こ
の
政
策
に
呼

応
し
て
展
開
し
て
い
る
労
働
者
研
修

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的
も
、
新
産
業
を

支
え
る
た
め
の
「
新
工
人
」
の
育
成
で

あ
る
。「
発
展
こ
そ
硬
い
道
理
」
で
あ

る
フ
レ
ー
ズ
に
象
徴
さ
れ
る
改
革
開
放

以
後
の
効
率
優
先
主
義
は
、
い
つ
も
公

正
と
い
う
価
値
を
凌
駕
し
て
き
た
。
そ

の
た
め
こ
れ
か
ら
は
「
工
人
」
に
対
す

る
選
別
も
一
層
強
ま
る
気
配
で
あ
る
。

深
圳
の
都
市
化
は
、
農
民
、
外
来
人

口
を
産
業
化
に
必
要
な
「
労
働
力
」
な

い
し
「
人
的
資
源
」
と
し
て
み
な
さ
れ
、

実
際
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
に
市
民
と
し
て

の
権
利
を
平
等
に
与
え
て
い
な
い
。
と

り
わ
け
、
都
市
戸
籍
の
有
無
は
諸
権
利

を
享
受
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

重
要
な
基
準
と
な
る
。
こ
こ
で
、
深
圳

市
内
で
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
と

の
雑
談
を
紹
介
し
よ
う
。
貴
州
省
出
身

の
三
二
歳
の
彼
は
、
同
郷
出
身
の
妻
と

深
圳
市
で
暮
ら
し
、
七
歳
の
娘
は
運
転

手
の
実
家
の
両
親
に
託
し
て
い
る
と
い

う
。「
娘
と
一
緒
に
い
た
い
が
、
深
圳

戸
籍
が
な
い
た
め
公
立
小
学
校
に
入
学

さ
せ
ら
れ
ず
、
自
分
た
ち
の
深
圳
市
で

の
生
活
コ
ス
ト
も
考
え
て
、
故
郷
の
両

親
に
任
せ
る
こ
と
し
た
。
学
費
の
高
い

私
立
学
校
に
は
、
敢
え
て
意
欲
さ
え
出

し
え
な
か
っ
た
」
と
彼
が
い
う
。
そ
の

日
の
夜
、一
緒
に
食
事
を
し
た
友
人（
海

外
で
修
士
号
を
取
得
し
、
外
資
企
業
で

勤
務
）
の
、
七
歳
の
娘
を
公
立
小
学
校

に
入
学
さ
せ
る
た
め
に
申
請
し
た
深
圳

市
戸
籍
が
六
カ
月
の
審
査
を
経
て
や
っ
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と
許
可
が
下
り
た
と
素
直
に
喜
ぶ
顔

と
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
の
切
な
い
顔

が
対
照
に
映
る
。

中
国
共
産
党
中
央
党
校
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ま
と
め
た
報
告
書
に
よ
れ

ば
、
都
市
化
に
お
け
る
人
権
問
題
は
主

に
、
市
民
の
移
住
と
居
住
の
自
由
、
労

働
の
権
利
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
社

会
保
障
の
権
利
の
四
つ
の
面
で
現
れ
、

し
か
も
こ
れ
ら
は
相
互
に
影
響
し
あ
っ

て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
参
考
文
献

③
）。
こ
れ
ら
の
問
題
の
根
源
に
あ
る

の
は
現
行
の
戸
籍
制
度
で
あ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、戸
籍
制
度
は「
工
人
」と「
市

民
」
を
遮
る
原
因
で
あ
り
、
こ
の
制
度

が
存
在
す
る
限
り
、「
工
人
」
と
「
市
民
」

の
間
の
隔
た
り
は
ま
だ
ま
だ
大
き
い
。

効
率
最
優
先
の
発
展
論
理
の
下
で

「
工
人
」を
選
別
し
、「
市
民
」を
阻
む（
あ

る
い
は
、
一
部
に
し
か
開
放
し
て
い
な

い
）
の
が
深
圳
市
の
実
態
で
あ
る
。
だ

が
、
こ
れ
は
深
圳
だ
け
存
在
す
る
現
象

で
は
な
い
。
社
会
学
者
・
陳
映
芳
も
都

市
は
戸
籍
制
度
と
流
動
人
口
政
策
を
通

じ
て
、
発
展
に
必
要
な
廉
価
な
労
働
力

を
受
け
入
れ
た
が
、
こ
こ
か
ら
得
た
利

益
に
対
し
て
は
何
の
代
価
も
支
払
っ
て

い
な
い
。
都
市
は
、
自
分
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
随
時
に
必
要
な
い
し
不
要
と

す
る
労
働
力
を
吸
収
、
放
棄
し
て
き
た

と
指
摘
し
て
い
る
（
参
考
文
献
①
）。

●
強
ま
る
「
工
人
」
の
維
権
行
為

と
動
き
出
す
草
の
根
Ｎ
Ｇ
Ｏ

こ
の
よ
う
な
都
市
側
の
論
理
と
別

に
、
工
人
の
側
か
ら
の
自
己
主
張
、
権

利
要
求
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
新
世
代
農
民
工
に
よ
る
集
団

的
維
権
行
為
が
顕
著
で
あ
る
。
長
年
、

中
国
全
土
の
労
働
者
運
動
を
観
察
し
、

調
査
報
告
書
を
シ
リ
ー
ズ
で
発
信
し
て

い
る
「
中
国
労
工
通
訊
」
は
、こ
の
一
、

二
年
の
間
、
特
に
広
東
省
を
先
頭
に
、

労
働
運
動
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
労
働
運
動

の
目
標
も
、
未
払
い
・
遅
配
の
賃
金
の

請
求
、
労
災
の
補
償
、
賃
金
の
引
き
上

げ
、
労
働
条
件
の
改
善
と
い
っ
た
経
済

的
な
利
益
か
ら
、
団
結
権
、
参
加
の
権

利
な
ど
の
要
求
へ
と
質
的
に
変
化
し
て

い
る
と
い
う
（
参
考
文
献
⑤
）。
従
業
員

の
、
自
ら
労
働
組
合
を
発
足
す
る
こ
と
、

あ
る
い
は
工
会
主
席
の
直
接
選
挙
を
実

施
す
る
こ
と
な
ど
の
要
求
は
、
権
利
意

識
と
行
動
の
変
化
の
証
左
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
枚
の
宣
伝
ポ
ス
タ
ー

を
紹
介
し
よ
う
。
こ
れ
は
広
州
新
媒
体

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
二
〇
〇
四
年
設

立
）、
中
山
大
学
性
別
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
二
〇
〇
三
年
設
立
）、
広
東
番
禺

打
工
族
服
務
部
（
一
九
九
八
年
設
立
）

が
共
催
し
た
維
権
経
験
座
談
会
の
宣
伝

ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
。「
工
人
か
ら
公
民

（
日
本
語
の
意
味
で
の
市
民
）
へ
：
あ

る
女
性
従
業
員
の
維
権
経
験
交
流
会
」、

「
…
彼
女
ら
は
加
工
工
場
の
従
業
員
で

あ
る
。
自
ら
の
権
利
擁
護
活
動
を
通
じ

て
、
も
う
ひ
と
つ
の
身
分
―
公
民
を
手

に
入
れ
た
。
…
工
人
か
ら
公
民
ま
で
、

胸
中
の
不
満
か
ら
集
団
行
動
へ
、
彼
女

ら
の
経
験
は
わ
れ
わ
れ
に
新
し
い
啓
発

を
与
え
る
と
確
信
し
て
い
る
」、「
彼
女

ら
の
権
利
意
識
は
維
権
の
過
程
で
向
上

し
た
…
」

こ
の
ポ
ス
タ
ー
が
物
語
っ
て
い
る
の

は
、
工
人
が
権
利
を
主
張
・
獲
得
し
よ

う
と
す
る
自
ら
の
努
力
と
、
彼
、
彼
女

ら
を
支
え
て
い
る
労
工
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
労
働

者
の
生
活
改
善
と
権
益
向
上
を
目
的

に
、
独
自
の
組
織
基
盤
と
活
動
資
金
源

を
持
つ
、
非
政
府
、
非
営
利
で
、
明
確

な
活
動
特
徴
の
あ
る
組
織
―
参
考
文
献

⑧
の
定
義
）
の
活
動
で
あ
る
。
筆
者
が

広
東
労
維
弁
護
士

事
務
所
で
入
手
し

た
最
新
の
調
査
研

究
報
告
書
に
よ
れ

ば
、
全
国
で
活
動

し
て
い
る
五
四
の

労
工
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体

の
う
ち
、
深
圳
市

の
一
二
団
体
、
広

州
市
の
五
団
体
を

含
め
、
広
東
省
だ

け
で
二
六
の
団
体
が
あ
る
。
労
工
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
活
動
内
容
か
ら
、
労
働
者
の
生
活

を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
型
、
法
律
を

も
っ
て
労
働
者
の
権
利
保
護
を
支
援
す

る
維
権
型
、
労
働
者
た
ち
の
権
益
保
護

と
労
働
者
階
層
の
経
済
的
社
会
的
地
位

の
改
善
を
支
援
す
る
工
運（
労
働
運
動
）

型
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
工
運
型
の
活
動
は
団
体
交
渉
に
向

け
た
労
働
者
の
能
力
育
成
だ
け
で
は
な

く
、
労
働
者
集
団
行
動
の
指
導
、
他
企

業
の
従
業
員
、
代
表
と
交
流
す
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
集
体
談
判
フ
ォ
ー

ラ
ム
な
ど
）
の
構
築
、
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
法
律
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る

（
参
考
文
献
⑦
、
⑧
）。
と
り
わ
け
、
ポ

ス
タ
ー
で
も
共
催
者
と
な
っ
て
い
る
番

禺
打
工
族
服
務
部
の
活
動
は
労
働
者
の

な
か
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
労
工
Ｎ

『從工人到公民：女工維権経験分享会』http://
www.douban.com/note/253561386/ よ り 2014
年 6 月 23日ダウンロード
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もうひとつの都市化 ―「工人」から「市民」へ―

Ｇ
Ｏ
の
政
治
的
な
身
分
は
ま
だ
確
定
し

て
お
ら
ず
、
工
会
と
ど
の
よ
う
な
関
係

を
も
ち
、い
ま
の
政
治
環
境
の
な
か
で
、

ど
こ
ま
で
活
動
を
続
け
る
か
は
若
干
気

に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
権
利
要
求
を
高
め
て
い

る
「
工
人
」
と
そ
れ
を
支
援
す
る
草
の

根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
例
を
挙
げ
て
紹
介
し
た
。

筆
者
は
い
ま
ま
で
の
研
究
で
、
都
市
部

を
中
心
に
、
様
々
な
分
野
で
、
諸
利
益

主
体
、
権
利
主
体
が
異
な
る
争
点
を
め

ぐ
り
、
自
分
の
利
益
、
権
利
を
擁
護
し

よ
う
と
す
る
諸
分
野
の
維
権
行
為
の
総

和
と
し
て
の
維
権
運
動
が
台
頭
し
つ
つ

あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
（
参
考
文
献

⑥
）。
社
会
学
を
ベ
ー
ス
に
中
国
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
研
究
し
て
い
る
李
妍
炎
も
、
動

き
出
し
て
い
る
草
の
根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動

は
、
弱
者
と
個
別
性
に
応
え
、
権
力
を

相
対
化
し
、
参
加
の
文
化
の
育
む
特
徴

を
も
つ
し
な
や
か
な
市
民
社
会
の
底
力

と
な
り
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

（
参
考
文
献
④
）。

●
も
う
ひ
と
つ
の
都
市
化
―
市
民

化
―

陳
映
芳
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

今
ま
で
の
中
国
の
都
市
化
は
人
口
学
的

な
過
程
と
単
純
に
解
釈
さ
れ
、
産
業

化
、
或
い
は
都
市
の
拡
張
と
再
開
発
で

あ
る
と
解
釈
さ
れ
た
。
だ
が
、
都
市
化

は
人
口
、
生
態
面
、
社
会
構
造
、
生
活

構
造
、
社
会
意
識
な
ど
の
変
化
の
側
面

を
持
つ
。
そ
の
う
ち
、
社
会
構
成
員
の

変
化
で
あ
る
「
市
民
化
」
は
と
て
も
重

要
で
あ
る
。
陳
映
芳
に
よ
れ
ば
、
狭
義

の
市
民
化
は
、
農
民
、
外
来
人
口
が

都
市
住
民
の
身
分
と
権
利
（
市
民
権
：

citizenship

）
を
獲
得
す
る
過
程
で
あ

る
。
例
え
ば
、
居
住
権
、
選
挙
権
、
教

育
を
受
け
る
権
利
、
社
会
福
祉
保
障
な

ど
で
あ
る
。
広
義
の
市
民
化
は
、
住
民

が
都
市
の
権
利
主
体
に
転
換
す
る
過
程

で
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。
中
国
の
都
市

化
は
、
市
民
化
の
実
現
と
い
う
意
味
で

は
ま
だ
ま
だ
道
程
が
長
い
。
こ
れ
か
ら

の
も
う
ひ
と
つ
の
都
市
化
―
市
民
化
を

考
え
る
際
に
、「
都
市
は
、
相
争
う
社

会
的
諸
利
害
と
諸
価
値
の
結
果
と
し
て

生
じ
る
社
会
的
産
物
で
あ
る
」
と
指
摘

し
た
都
市
社
会
学
者
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ

ス
テ
ル
の
都
市
社
会
運
動
の
研
究
は（
参

考
文
献
②
）、
他
国
の
先
例
と
し
て
多
い

に
参
考
の
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

●
再
び
公
益
広
告
へ

最
後
に
、
再
び
深
圳
市
の
公
益
広
告

に
戻
ろ
う
。「
工
人
」
と
「
市
民
」
の

関
係
を
考
え
る
際
に
も
う
ひ
と
つ
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
既
存
の

工
会
の
あ
り
方
で
あ
る
。
総
工
会
が
、

「
中
華
人
民
共
和
国
工
会
法
」
で
定
め

て
い
る
「
職
員
・
労
働
者
が
自
由
意
志

に
よ
り
結
成
し
た
労
働
者
階
級
の
大
衆

組
織
」（
第
一
条
）と
い
う
性
質
を
守
り
、

「
職
員
・
労
働
者
の
合
法
的
な
権
益
を

守
る
こ
と
が
工
会
の
基
本
職
責
」（
第

六
条
）と
い
う
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、

ま
ず
必
要
な
の
は
労
働
者
た
ち
と
同
じ

立
場
に
立
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意

味
で
、
こ
の
公
益
公
告
の
フ
レ
ー
ズ

を
「
深
圳
は
あ
な
た
が
い
る
か
ら
も
っ

と
輝
か
し
い
」
で
は
な
く
、「
深
圳
は

わ
れ
わ
れ
が
い
る
か
ら
も
っ
と
輝
か
し

い
」
と
変
え
た
ほ
う
が
、
呼
び
か
け
文

と
し
て
は
よ
り
説
得
力
を
増
す
。
工
会

が
「
工
人
」
に
対
し
て
「
あ
な
た
」
と

い
う
他
者
の
立
場
で
は
な
く
、「
わ
れ

わ
れ
」
と
同
立
場
に
な
っ
た
時
は
、
中

国
の
「
工
人
」
が
「
市
民
」
に
向
け
て
、

大
き
い
一
歩
を
踏
み
出
し
た
時
で
も
あ

ろ
う
。

（
ご　

も
し
ょ
う
／
慶
應
義
塾
大
学
法
学

部
専
任
講
師
）
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